
 

島根県教育委員会指定       令和２年度～３年度  幼小連携・接続研究事業 

 

 

～つながることの先に見えてきたもの～ 

ごか保育園と五箇小学校の保小連携活動 

研究のまとめ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月 

隠岐の島町立ごか保育園・隠岐の島町立五箇小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１ 研究の目的 

（１）小学校、幼児教育施設の実態、課題 

  隠岐の島町五箇地区は、伝統的な行事が大切にされ、歴史と自然、人の調

和があり、地域の人みんなで子供たちを見守り、育もうとする土壌がある地

域である。   

隠岐の島町立五箇小学校とごか保育園  

は、約３００ｍの位置に隣接している。ご 

か保育園は、園児数４５名で、「一人ひと 

りをのばす保育」を目指し、心もたくまし 

く、温かい関わりの中で、思いやりの心を 

育み、自分を表現し、元気に遊べる子供 

を目標に保育を行っている。一方、五箇小 

学校は、全校児童８３名で、「豊かな心を 

持ち、自ら学び考え、たくましく生きる五 

箇の子供を育てる」を教育理念として掲 

げ、やさしく、かしこく、たくましくをキ 

ーワードとして日々教育活動を行っている。 

今まで、五箇小学校とごか保育園は、保小連絡会（１年授業参観、情報交

換）、地域参観日の授業参観、行事での交流（小学校マラソン大会、ふれあ

い運動会）等を通して、お互いに交流を図ってきた。 

しかし、何のために交流活動を行っているのか不明確になってきたこと、

また、保育園、小学校共に、お互いの教育、保育についての認識不足等が課

題として挙げられた。 

 

 

（２）研究の目的 

・保小連携、接続の取り組みを通して、五箇地区の豊かな地域素材・行事・

人材を活かして、人とかかわる中で園児・児童のコミュニケーション能力

を伸ばしていくこと 

・アプローチプログラム、接続カリキュラムの整備 

・交流活動の充実 

・職員、教員のお互いの教育、保育についての理解の推進・共有 

・職員、教員同士の交流の推進 

 

 

  



 

２ 重点的な取り組み計画 

（１）アプローチプログラム、接続カリキュラムの整備 

 ・接続カリキュラム、アプローチプログラムの見直しを行う。 

 

（２）交流活動の充実 

・保育園から小学校へ昼休みに校庭へ行き、一緒に遊ぶ 

・小学校総合的な学習、生活科の中での、園児との交流の単元を扱う。 

 

（３）職員、教員の互いの教育、保育についての理解の推進 

 ・保小合同研修会 

・授業研究会（保育園職員参加） 

・研究保育（小学校教員２名参加） 

・学校教員による保育体験 

・参観日における保育士の授業参観 

 

（４）職員、教員同士の交流の推進 

・園だより、校報を互いに配付しあい、掲示する。 

・毎月の担当者会の実施 

・交流活動に関わる綿密な打ち合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

３ 主な取組の実際 

（１）子供の交流 

〈令和３年度〉 【ゆめのいかだをつくろう】 年長児と３年生の交流活動 

○交流計画 

 ・交流活動１ 水遊びで仲良くなろう 

 ・交流活動２ ゆめのいかだのこうそうをねろう 

 ・交流活動３ ゆめのいかだをつくろう(本時) 

 ・交流活動４ ゆめのいかだにのろう 

○本時のねらい 

〈全体〉 異年齢間の交流を通し、相手の気持ちを考えながら（相手意識を

もつ）主体的に異年齢の友達と関わろうとする力を培う。 

〈小学生〉年長児が安全に楽しく活動できるように、相手の思いを積極的に

聞き出しながら、サポートすることができる。 
〈保育園〉３年生の姿や話しをしっかり見たり聞いたりしながら、思い描いて

いたいかだを完成させよう 

○展開 

・はじめの会 

・ふれあい遊び 

・ゆめのいかだ作り 

・終わりの会 

 ○子供の様子 

３年生と年長児との３回目の交流活

動で、互いに顔や名前を覚えており、少し緊張は見られるものの、和やかな

雰囲気で活動がスタートした。時間内にいかだの完成はできなかったが、年

長児達は自分が思い描いていた夢のいかだに近づき、嬉しそうだった。 

以前は、自分のしたいことを優先的にしていた３年生児童が、年長児に声

をかけたり、ほめたりする場面があった。また、「はじめはぼくがやってあ

げる」「○○さん、お手本見せてあげて」などの発言も見られ、どの児童も、

お互いに協力し合いながら、積極的に活動に参加していた。 

○成果 

打ち合わせを何度も行い、交流活動のねらいや互いのねらいを共有した

結果、児童がいきいきと活動に取り組むようになっていった。その過程

で、保育園職員と小学校教員との信頼関係も構築されてきた。また、短期

間で、複数回の交流学習を行ったことで、交流の度に児童同士の自然な関

わり合いがだんだんと増えていった。  



 

（２）教職員の研修 

①第 1 回 保小研修会 

実施日 令和２年６月２９日 

内 容 講義・演習  「幼小連携・接続」が必要なわけ  

講 師 島根県幼児教育センター  川上 洋子 指導主事 

○ねらい 

     保育園と小学校の教職員が一緒に学び、幼児教育の仕組みや指導を

つなぐ方法を知る事を通し、自校の保小連携の在り方を見直すきっか

けとする。 

○成果 

     スタートカリキュラムを「幼小接続期カリキュラム」と捉え直し、幼

児教育と小学校をつなぐものという意識を持つことができた。子供の

育ちの連続性や一貫性を保つことの必要性を知り、入学当初の１年生

に対しての認識を共有することができた。 

 

②第２回 保小研修会 

実施日 令和２年７月３０日 

内 容 講義・演習  幼児期の教育・子供の見取り  

講 師 島根県幼児教育センター  川上 洋子 指導主事 

○ねらい 

     幼児教育の仕組みを知り、今後の保小交流の在り方や教職員の視点

を広げる。 

○成果 

     講義・演習を通して、夏休み中の保育参観での視点を持つことができ

た。演習では動画を視聴し保育園、小学校の教職員と一緒に「幼児期の

終わりまでに育ってほしい１０の姿」を「資質・能力の３本の柱」に当

てはめ、考えることができた。 

 

③小学校教員による保育体験 

 実施日 令和３年８月 ４日，５日，６日 ９：００～１１：３０ 

   内 容 ・園の概要説明  

・各クラスに分かれて、保育体験を行う。  

       （プールの見守り、食事介助、製作補助等） 

○ねらい 

     保育体験を通して、就学前の幼児の理解を 

図り、保育園と小学校の滑らかな接続に活かす。 



 

（３）接続期の教育・保育活動 

①小学校の実践 

○ねらい 

保小連携や接続期の教育活動を充実させることを通し、学校生活を

安心して送ることができるようにする。 

○実践 

・保小接続カリキュラムの作成 

     新入生が安心して過ごせるようスムーズな接続を目指し、保育園・

小学校で協議し作成した。五箇の子につけたい力として、共通してコ

ミュニケーションの力を掲げ、「聞く・話す・動く」を中心に手立て

や活動を資料に整理した。 

・保小情報連絡会の開催 

     保小情報連絡会を入学前・入学後、複数回に渡って行った。入学前

には、保育園での生活の積み重ねや児童の情報交換などを行った。入

学後は、学校生活の様子や子供の情報共有など、子供の様子を中心に

語り合った。入学した週に昨年度年長児担任・園長による学校生活参

観・情報交換会を行った。 

・校内での見取り 

     スタート数週間の１年生の様子をしっかりとみとり、安心した学校

生活につなげるために、小学校の教職員全員で 1年生の様子を記録・

共有した。 

○成果 

・保小接続カリキュラムをもとに、これまでの育ちをつないでいくこと

に取り組んだ。「聞く・話す・動く」の力を中心に０からではなく、

つけてきた力をのばしてくことを意識することができた。 

・入学前の保小情報連絡会で共有した朝の活動などを小学校でも継続し

た。「保育園でもしてたよ」という言葉もあり、新しい環境の中、こ

れまでしていたことが安心感や自信につながると感じた。保小情報交

換会で子供の様子を中心に語り合うことや保育者参観を行うことで、

継続して子供たちを見ることができ保小両方の安心感にもつながっ

た。 

・校内の教職員全体で入学後の１年生の様子を見取ったことで、学校全

体で１年生と関わるという意識を持って過ごすことができた。１年生

の姿を付箋に書き留めていくことで、そうじや休憩など担任が見切る

ことのできないところもあとから様子を知ることができた。 

・入学したての子供たちは、新しい生活に楽しみな気持ちも不安な気持



 

ちも持っている。保育園での経験をつなぐことや視覚的な支援、担任

を中心とした教職員の関わりなど安心してスタートできる環境が大切

である。保小の教職員が意識を共有し、語り合いながら進めて行くこ

との重要性を感じた。 

 

②保育園の実践 

○ねらい 

小学校生活を見通した活動を行うことで、年長児が安心して、小学

校生活になじむことができるようにする。 

 

○実践 

・「ごかしょうがっこうをつくろう」 

小学校を身近に感じるために、五箇小学校内の 

地図を作り、小学校の教職員の顔写真と名前を貼 

った。作成した地図を掲示した。 

 

・朝・夕の集まり 

保育園では、３～５歳児で朝・夕の集まりをし 

ている。その際、日付や経験したことの発表に取 

り組んでいる。 

 

○成果 

・年長児とマップを作成し掲示したことで、小学校を身近に感じること

ができた。教職員の顔と名前がわかり、入学後の安心感につながっ

た。また、マップを作る中で、行ってみたい場所ができ、わくわく感

を持つことができた。 

・３歳児から朝・夕の集まりをすることで、人前で話すことの経験が積

み重なり、話すこと・聞くことへの慣れにつながっている。また、保

小の情報交換の場で集まりの流れを共有し、小学校でも流れを継続し

たことで、新入生は抵抗感なく全体の前で話すことができた 

 

  



 

４ 接続カリキュラムについて 

（１）カリキュラム作成・実践・改善の実際 

保小のスムーズな接続を目指し、令和２年度に作成した。五箇の子につけ

たい力として、コミュニケーションの力を掲げ、「聞く・話す・動く」の３

つの柱を設定した。これらを中心に、保育園が５歳児後期からのアプローチ

カリキュラムの部分を、小学校が入学後の１学期部分を作成した。作成した

ものを持ち寄り、細かなすり合わせを行った。 

令和３年度入学生から実施し、入学に合わせて小学校では、職員会議の中

で接続カリキュラム・週案（学習内容）について説明・確認を行った。ま

た、保小担当者によるカリキュラムの確認と共通理解を図った。 

 

 

  



 

５ 幼小連携・接続に関する年間計画（実際） 

 

時期 
令和２年度 

○…交流活動 ◆…職員交流、研修等 

令和３年度 

○…交流活動 ◆…職員交流、研修等 

４月 
 ◆保育園職員による、新 1年生の観察 

５月   

６月 

 

 

 

 

 

 

 

◆保小合同研修会 

○小学校マラソン大会（園児応援） 

 

 

 

 

 

 

 

◆１年生活科 公開授業、授業研究会 

 保育園職員参加 

○３年総合 夢のいかだを作ろう 

○小学校マラソン大会（園児応援） 

○ふれあい運動会 

７月 
◆保育参観 

◆保小合同研修会 

○３年総合 夢のいかだを作ろう 

◆研究保育（小学校教員２名参加） 

８月  ◆保育体験 

９月   

10 月 
○３年総合「五箇の福祉探検隊」 

○４年総合「芋づるリースを作ろう」 

○４年総合「芋づるリースを作ろう」 

11 月  ○３年総合 チャレンジおまつり 

12 月 ○「えがおかがやく発表会」  

１月   

２月 
◆保小合同研修会 

○「一日入学」１・５年と年長児交流 

○一日入学 新 1年生と１年生との交流 

３月 
２年生活「明日へジャンプ」 

発表と交流 

 

年間を通した日常の関わり 
○保→小  昼休みに校庭

へ行き、一緒に遊ぶ。 
○保⇔小  毎月の園だよ

り、校報を互いに配付しあ
い、掲示する。 

年間を通した日常の関わり 
○保→小  昼休みに校庭
へ行き、一緒に遊ぶ。 

○保⇔小  毎月の園だよ
り、校報を互いに配付し
あい、掲示する。 

◆毎月の担当者会の実施 
◆交流活動に関わる綿密な
打ち合わせ 

◆参観日における保育士の
授業参観 



 

６ 研究の成果と課題 

（１）取り組みの成果 

①子供たちの様子 

・接続カリキュラム、アプローチプログラムの改善、実践により、新入

生が安心して学校生活をスタートし、円滑に学校生活に馴染んでいく

ことができた。 

・綿密な情報交換会の実施により、保育園での実践を無理なく小学校で

も取り入れたことで、例年よりもさらに安心して学校生活をスタート

できた様子であった。   

・園児と小学生の交流活動では、それぞれねらいにせまる交流活動を重

ねることができた。その中で、児童、園児がいきいきと活発にコミュ

ニケーションを取り合い、仲良くなっていく様子を見ることができ

た。 

 

②教員、職員の様子 

・新 1 年生を全教職員でみとる体制作りにより、1年担任だけでなく、

小学校全体で新１年生を見守り、支えることができた。また、この取

り組みの結果、新 1 年生の良い姿を沢山見ることができ、保育園へ伝

えていくことができた。 

・研修会の実施や保育体験により、保小がお互いの教育、保育にについ

て理解を深めることができた。それにより、子供の育ちについて共に

考えようとする風土ができていった。さらに、保小互いに子供の話を

する時、だんだんと固有名詞で話をするようになった。常に子供の姿

を中心に置き、些細なことでも気軽に相談し合える雰囲気ができてい

った。保育園と小学校の間にだんだんと構築されてきたものは、信頼

関係であった。この信頼関係は、当初お互いに感じていた遠慮や多忙

感といった問題を解決し、今では、よりよい接続や連携を図っていく

礎となっている。 

 

（２）今後の課題 

・現在の接続、交流の体制を、今後も続けていくこと 

・交流事業について、各学年の発達段階をもう少し考えた内容としていくこ 

  と 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．資料編 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加資料 

教育委員会の取り組みから 



 

令和 3 年度 保小連携・接続研修会（振り返り） 
 

隠岐の島町教育委員会 総務学校教育課 

隠 岐 の 島 町 役 場  保 健 福 祉 課 

 

１．目 的  ごか保育園と五箇小学校が 2 年間にわたって取り組んできた連携・接続の

成果を鑑み、幼児教育（保育）と学校教育の連携・接続は子供たちの成長にと

って、とても重要であると隠岐の島町としても改めて感じているところであ

る。 

そこで、町内全域の保育所・園と小学校の合同研修会を通して、保小連携・

接続の理解を深めるとともに、実践意欲を高め、今後は隠岐の島町内全域にわ

たって、それぞれの地域や子どもたちの実態に即した連携・接続が充実してい

くきっかけとする。 

 

２．期 日  令和４年２月１０日（木）１４：３０－１６：３０ 

３．講 師 松江教育事務所 川上洋子指導主事 

４．参加者            

       隠岐の島町小学校参加者      １０名 

       隠岐の島町幼児施設参加者     １４名  

          隠岐教育事務所           ２名 

         総 数              ２６名      

５．研修の内容 

    （１）講義『保小連携・接続を進めるために』 

    （２）グループ協議① 課題や困り感の共有 

    （３）質疑応答     

各班からでた課題や困り感に対して、講師やごか保育園、五箇小学校の

職員が、解決策やヒントなどのメッセージを伝える。 

    （４）グループ協議② これからやってみたいことを話し合い、発表する。 

    （５）まとめ 

６．参加者のアンケート結果より 

 （１）研修会について 

 

 

 

 

 

とても参考になっ

た

82%

参考になった

18%
とても参考になった

参考になった

参考にならなかった

まったく参考にならなかった



 

 （２）参加者の感想等（一部抜粋） 

・講師の川上先生は、幼児教育と学校教育の違いや

共通している部分を現場の写真や図を用いなが

ら、わかりやすく説明してくださり、とても勉強

になりました。 

・連携、接続の必要性を学校と保育園の職員が同じ

場で理解を深めたことはすごく意義があったと

思います。グループ討議で、“来年は交流しましょう”と話しが出来て、きっ

かけ作りをしていただけました。交流を重ねる中で、子どものいい姿を語り合

えるようになっていけたらと思います。 

・校区内の保・小が同じグループであったため、話もしやすく、これからの取り

組みについても話題にしやすかった。  

・連携に力を入れてこられた五箇の先生方の話の中で、まずはお互いに気軽に行

き来し、職員同士が仲良くなった事で話しやすい雰囲気になったという事でし

たので、小さな事から交流を深め、保育園としては伝える努力をしながら、子

どもたちのいい姿を語り合える、そんな連携を目指していきたいです。 

・現在１年生を担任しているため、子どもの認識（見取り）について大変勉強に

なりました。 

  

７．研修会の様子等から 

講演会では、幼児教育、学校教育の共通点や相違点について考えることを通して、

子どもの学びの連続性や、体系的な教育の重要性について理解し、また実現に向けて

の意欲が高まったと思われる。 

その後のグループ活動においても、積極的な発言、また建設的な意見交換がなさ

れ、参加者各自にそれぞれの想いや具体的なアイデアが蓄積されたのではないかと

想像できる。 

そして、ごか保育園、五箇小学校の先生方には、生の経験を通して感じた難しさや

困り惑、そして実際の取組を通して実感した子供や職員の変化について伝えていた

だけたことが、各地域での連携・接続に向けた具体的な取組みのヒントにつながった

とともに、実践意欲につながったように感じた。 

本研修をきっかけに、各地域の実態に合わせた具体

的な連携・接続が充実していくことを期待したい。隠

岐の島町としても、今後も引き続き、より良い連携・

接続が実現するよう、各保育所・園や学校のニーズに

応えられるような研修会を実施するなど、積極的な取

組みを進めていきたい。 


